
多摩市立図書館本館再整備基本計画
（素案）

平成３０年６月

多摩市教育委員会
多摩市立図書館



はじめに

多摩市立図書館本館再整備基本計画への経緯　
　　　　
第一章　多摩市の図書館のめざすもの

　　1-①. 多摩市の図書館のめざすもの
　　　　　
　　1-②. 基本構想の理念をふまえて
　　　　　
　　1-③. 多摩市の図書館サービスのいま　　　
　　　　　

第二章　「知の地域創造」のための図書館

　　2-①. ｢知の地域創造｣として　＜地域社会を支える＞
　　2-②. ｢中心地区での連携｣として
　　　　　　　　　　 ＜まちにひらく/まちにつながる＞
　　2-③. ｢市民一人ひとりから支える｣として
　　　　　　　　　　 ＜課題解決型の支援をめざす＞

第三章　あたらしい中央図書館の基本計画

　　3-①. 中央図書館の機能とサービス計画
　　3-②. 資料計画
　　3-③. 敷地計画
　　3-④. 施設計画
　　3-⑤. 運営と管理計画
　　　　　　　　　　　　　　　　　

第四章　基本計画の具体化に向けて

　　4-①. 中央図書館整備を進めるために
　　4-②. 開館までの工程と事業費

基本計画検討委員会の構成と経緯

別冊　資料編　基本計画検討の経緯と記録　　　　
　　　（１）基本計画検討委員会の進み方
　　　（２）各回協議のテーマ・検討資料　
　　　（３）グループヒアリング意見報告　　
　　　（４）計画検討委員会協議の要点録
　　　（５）基本計画原案の広報公聴記録

別冊　基本計画概要版　　　　　　　　 　　　(Ａ3版全2頁）

-01

-02

-03

-04

-10

-14

-14

-14

-18
-22
-26
-30
-42

-49
-52

-54

多摩市立図書館本館再整備基本計画

もくじ

-00-



多摩市立図書館本館再整備基本計画
策定委員会の構成と経緯
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はじめに

はじめに



●多摩市立図書館本館再構築基本構想からの経緯

　　暫定活用中の市立図書館本館の恒久整備に向けた第一段階として、平成28年６月か

　ら、本館・分館のあり方を含めた全市図書館システムの再構築と、全市の図書館サー

　ビスの充実を支えつつ、高度専門的な情報や多様な活動の場を提供する中央図書館に

　ついて検討し、これらを平成29年３月基本構想としてまとめた。

○基本構想策定の経過

　　多摩市立図書館本館再構築基本構想策定委員会を設置し、以下の取り組みを連携して

　実施することで基本構想（案）をまとめた。

　①策定委員会の審議（全７回　傍聴者のべ145名）

　②図書館関係団体等のヒアリング（全13回）

　③多摩センター地区施設更新調整会議で基本構想検討状況の共有

　④子ども教育常任委員会委員に途中経過報告・意見交換

　⑤市民フォーラム（永山公民館ベルブホール　参加者102名）

　⑥パブリックコメントの実施（41名の提出・161項目の意見）

　　そして、平成29年教育委員会第３回定例会において基本構想の策定について協議し、

　第４回で決定した。この基本構想が、中央図書館の整備に向けて策定する基本計画等

　の方針となる。

○パルテノン多摩・周辺施設整備等特別委員会の経過

　　議会特別委員会は平成29年10月に、４つの課題への対応の必要性を指摘し取り組んだ。

　①パルテノン多摩にどのような機能を入れて改修工事を行うのか。

　②図書館本館機能をどうするのか。

　③学校法人桜美林学園との土地交換について

　④桜美林学園小中一貫校の設置について

○敷地についての検討経緯

　　市は、特別委員会での議論の過程において、基本構想で想定した敷地で進めること

　が困難と判断した。また、敷地候補２案については、①パルテノン多摩西駐車場を壊

　して建てる案は、設計上・運営上等の見地から難しいと判断した。そこで、新たな設

　置場所案として、②多摩中央公園内北西のレンガ坂に近い土地を適地として提示した。

　　特別委員会は、「市民の意見を聴いてから判断したい。」という意見に沿って「意

　見を聴く会」(平成30年１月10日。50名以上の市民が参加）を開催した。これを経て、

　同年１月25日、特別委員会で賛成多数で市②案が採決された。

○基本計画のスタートにあたって

　　図書館基本計画は、以下の確認と共に図書館関係補正予算が平成29年12月可決された。

　・図書館本館再整備基本計画の検討を開始する。

　・パルテノン多摩の改修と図書館本館再整備の２つの基本計画を、並行して進めること

　　により機能連携による相乗効果・効率化を図る。

　・多摩センター界隈の賑わい創出をめざす。

●多摩市立図書館本館再整備基本計画の経緯

　「多摩市立図書館本館再整備基本計画」は、学識経験者､市民団体等､公募市民、行政

　からの11人の委員による「基本計画検討委員会」で、平成30年２月から８月の期間、

　８回の協議が行われる予定となっている。並行して、市民グループや行政関連部門の

　ヒアリングを行い検討委員会に反映させ、委員会の前段には講演を組むなど市民参加

　型学習会を計画した。６月には中間のまとめを行い、素案を公開し、フォーラムやパ

　ブリックコメントで周知と意見収集に努めることになる。これらを反映して、８月に

　検討委員会は、教育委員会に対して最終案を答申する予定となっている。

◇コメント□多摩市立図書館本館再整備基本計画への経緯
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※未定稿

※たま市議会だより

　平成30年2月5日号

　　　　　より要約

※分館：多摩市の駅前拠点
　館、地域館のこと。

※分室：行政資料室のこと。

多摩市立図書館本館再整備基本計画
基本計画立案の経緯



１-① 多摩市の図書館のめざすもの ◇コメント

-03-

多摩市立図書館本館再整備基本計画
１章 多摩市の図書館のめざすもの
①多摩市の図書館のめざすもの

◎多摩市立図書館のいま ◎中央図書館による全体の機能刷新

　多摩市立図書館本館再構築基本構想では、多摩市図書館サービスの状況と課題

について、統計資料や市民の声をもとに整理をしている。また、これから目指す

べき図書館サービスのあり方を掲げて、多摩市に中央図書館機能が必要なことを

確かめた。中央図書館はそれ自体が図書館としての専門的で総合的なサービスを

市民に提供すると同時に、全市の分館などネットワーク全体を支え育てる機関で

あることも確かめた。「知の地域創造」というまちづくりにも貢献する。

　これら基本構想の理念を確かめ方針を深めつつ、この基本計画では、中央図書

館のサービスと資料と場と運営について、詳細に検討している。

基本計画のプロローグとして、そのあらすじを以下に整理しておく。

○中央図書館をつくる、なんのために、どうつくるのか。

●｢資料世界｣のいま
　　◎一定の図書館歳費を投資し､73.3万冊
　　　という図書資料をストック。
　　△日図協｢公共図書館の任務と目標｣の、
　　　年間資料費、受け入れ冊数が少ない。
　　△本の所在が定められておらず開架の
　　　資料表現を企図した選書ではない。
　　△中央館も分館も開架が書庫化、新鮮
　　　な資料表情､ﾌﾞﾗｳｼﾞﾝｸﾞの魅力が弱い。

●｢はたらき｣のいま
　　◎市民ひとり当たり貸出数 11.4冊の
　　　成果を上げつづけている。
　　△登録率が上昇しない。特に、若者や
　　　働く世代への働きかけが不十分だ。
　　△リクエスト数は、複本の少なさと資
　　　料が全市に分散している結果と判る。
　　△団体貸出バックヤード機能や専門的
　　　サービスを進める中央館機能が弱い。

●｢施設環境｣のいま
　　◎本館分館全ての床面積の総和は日図
　　　協｢公共図書館の任務と目標｣を満足。
　　△校舎利用の本館は、開架も書庫収容
　　　冊数も少なく分館資料を引き受けず。
　　△分館の開架が本館書庫機能を補完し、
　　　動かない本が活気/魅力を減じている。
　　△分館の書棚から旧刊を出して新刊を
　　　入れる活性化を本館が出来ていない。

●｢職員体制｣のいま
　　◎1973年創設以来､正職専門職員による
　　　運営がされてきた。
　　△正規職員が減少し新採用少なく､体制
　　　編成が難しい。体制の方針見直しを。
　　△人件費割合が上昇し、資料費比率を
　　　圧迫している。総人件費圧縮が課題。
　　△分館運営最前線に常勤館長がいない。
　　　分館の開架の魅力改善に人手がない。

１.多摩市立図書館サービス網の中核機能
   （図書館システムの職員育成拠点機関）
　・機能的業務環境と魅力的資料配置。
　・スピーディなリクエスト対応。
　・学校支援の協働プラットフォーム。

２.豊富な資料群による市民への
       専門的で総合的な直接サービス機能
　・ワンストップで圧倒的本に出会える。
　・滞在型の利用。ラーニングコモンズ。
　・魅力的ブラウジングの資料と場。
３.新しいメディアを用いた
　　　　　 課題解決型支援図書館の機能
　・サービスの刷新と多様化。(省力化/機械化)
　・ICT対応の資料と利用環境の充実。
　・人工知能、ロボット、メーカーズスペース。

５.全市全館開架資料の活性化と
             長年読み継がれる本の保存機能
　・分散し動かない本を利用される場所へ集約。
　・新刊配置や活動の場の創出。
　・拠点館、地域館の活性化支援。

４.多様な出会いの創出、
　　　　　　 市民活動の機会と場の提供
　・本・情報、もの、ひとに出会い、自分を確
　　かめ、主体的に地域で活動する市民を支援。

６.パルテノン多摩との連携と機能分担
　・図書館独自の機能やサービスから生まれる
　　市民活動に対して、場と設備を提供する。
　・パルテノン多摩と重複した整備を避け、
　　双方の利用連携でコスト削減に努める。



②基本構想の理念をふまえて

多摩市立図書館本館再整備基本計画

１.「知の地域創造」のための図書館

　多摩市立図書館は、持続可能な社会を目指し、すべての市民が必要とする資料や情報

を得ることを支援します。そして、いつでも、どこでも、だれでも気軽に利用できる図

書館サービスの実現のため、地域や他機関と協力し、市民のみなさんと一緒に、積極的

な図書館活動を推進します。

　　　　＜基本方針＞　市民の「知る」を支援する

 （３） ＜５つの運営方針＞というのは、

２.図書館システムとしての多摩市立図書館

１章 多摩市の図書館のめざすもの

◇コメント

-04-

１-② 基本構想の理念をふまえて

　　ここでは多摩市立図書館本館再構築基本構想の理念７項目を再録して、多摩市の図書館のめざすものを確認する。

　　　１. 「知の地域創造」のための図書館

　　　２.　図書館システムとしての多摩市立図書館

　　　３.　再生街づくりの担い手となる図書館

　　　４.　あたらしい多摩市立図書館全体への提言

　　　５.  中央図書館整備の「使命」そしてあらたに

　　　６.　基本的図書館サービスの深化と

　　　　　　　　 高度に専門化された新しいサービス

　　　７.　中心地区につながる開かれた中央図書館

（２） ＜基本方針：市民の「知る」を支援する。＞というのは、

 （１） 図書館システムとしての多摩市立図書館

　　　　中央図書館、駅前拠点図書館、地域図書館、学校図書館、アウトリーチサービスの拠

　　　点をつなぐ、全市をおおう図書館サービスのネットワーク（システム）の総体を、多摩

　　　市立図書館と考えます。図書館システム全体で「知の地域創造」を支えます。

 （２） 中央図書館：全市図書館システムの中枢機能と､より広く深い専門的サービスの部門・

　　　役割を、これからの多摩市立中央図書館が担います。

 （３） 拠点図書館：通勤・通学や買い物などの、生活に沿った利便な場所、開館時間、日常

　　　の調べ物にこたえられる資料やサービスと場を提供する役割を、これからも２つの駅前

　　　拠点図書館が担います。

 （４） 地域図書館：地域の暮らしに沿った、資料やサービスと出会いの場を提供する役割を、

　　　歩いてゆきやすい今の場所で、４つの地域図書館が担います。

 （５） 学校図書館：学校の一部である学校図書館は、公共図書館のパートナーとして、協力

　　　して児童・生徒へのサービスを担います。学校図書館が活動に必要な、資料構築と司書

　　　の研鑽が進むよう支援します。

 （６） ネットワーク網：幼稚園や保育園、老人施設、長期療養型の病院、包括支援施設など

　　　で、これまでのサービス拠点にアクセスが難しい場合、配本車や宅配メール方式がアウ

　　　トリーチサービスを担います。

　　　　また、それぞれの図書館に近くの団体のご希望があれば、学級招待や開館前利用など

　　　柔軟に受け入れ、利用団体との信頼関係が緊密になるように動きます。

　　　　① 「だれもが使える図書館」を目指します。

　　　　② 「子どもの読書環境の整備」を目指します。

　　　　③ 「市民や地域に役立つ図書館」を目指します。

　　　　④ 「しらべるを支え、つながる図書館」を目指します。

　　　　⑤ 「弾力的な管理・運営」を目指します。

※これまでの多摩市立図

　書館の基本方針をふま

　える。

※これまでの多摩市立図

　書館の運営方針をふま

　える。

 （１） 「知の地域創造」のための図書館
　　　　これまでの多摩市立図書館は、紙媒体としての本を貸し出すという機能が中心でした。

　　　最近の新しい図書館の事例を見ると、資料面ではマルチメディア、ゲームから「もの」

　　　実物展示まで、機能の面ではビジネス支援などの課題解決や作業の場、居場所や交流の

　　　場の提供など、本来「図書館」というものは「世界の知識にアクセスできる機能」を基

　　　本として、時代の要求に応じてフレキシブルに変わっていく可能性を持っています。

　　　　この章では、市の方針や図書館の基本方針などを押さえながら、市民の意見を踏まえ

　　　た策定委員会の提言をもとに、これからの多摩市立図書館のサービスネットワーク全体

　　　のありかたについてまとめていきます。

※多摩市立図書館本館

　再構築基本構想の

　      P2-02~P3-07



N

0 10.5 2km

1：80000

多摩モノレール
松が谷駅

大塚・
帝京大学駅

←多摩動物公園

永山駅

多摩センター駅

聖蹟桜ヶ丘駅
日野市

八王子市

町田市

川崎市

稲城市

鎌
倉
街
道

鎌
倉
街
道 小田急多摩線

京王相模原線

京王線

八王子←
→新宿

橋本←
→調布

→新百合ヶ丘

永山図書館

開架10万冊程の２駅前拠点図書館

開架５万冊程の４地域図書館
開架１万点の行政資料室
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1.0~1.2km圏内
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多摩市立新中央図書館
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開架30万冊程の新中央図書館
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500~700m圏内

半径700m圏内

半径1.5km圏内

３.再生まちづくりの担い手となる図書館

４.あたらしい多摩市立図書館全体への提言

※図書館の数については、

　現在の施設数であり、

　行動プログラムの更新案
　では、４つの地域館が廃

　止され、２つの拠点館と

　本館再整備（行政資料室
　機能存続）の体制に集約

　する方針が撤回され、当

　面施設数は存続し、今後
　の検討とするとあります。

◇コメント
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②基本構想の理念をふまえて

多摩市立図書館本館再整備基本計画
１章 多摩市の図書館のめざすもの

□図書館サービスのネットワーク(システム)の総体を多摩市立図書館と考える。

 （１） 図書館は再生まちづくりの重要な担い手です。

 （２） 新しい中央図書館は中心市街地活性化・魅力化の役に立ちます。

 （１） あたらしい多摩市立図書館システムへの提言

 （２） 全体の図書館運営に関わる３要素のマネージメント

 （３） 図書館協議会など専門的な諮問機関の役割について

 （４） それぞれの図書館の利用者懇談会や友の会など市民グループとの協働の試み ※多摩市立図書館本館

　再構築基本構想の

　      P2-02~P3-07



□あたらしい多摩市立図書館全体への提言
（策定委員会の意見、協議のベースとなったヒアリングなどから紡ぎだされた提言）

資料世界
＜本・情報＞

図書館員
＜人・組織＞

図書館分館
＜拠点館＞
＜地域館＞

図書館本館
＜中央館＞

全域奉仕
図書館ｼｽﾃﾑ
＜ﾈｯﾄﾜｰｸ＞

・来館者への直接サービス

・非来館者へのサービス
（アウトリーチサービス）
（情報系ＩＣＴサービス）

・資料群構築センター
（テクニカルサービス）

・政策／企画／総務

・行政資料室
・幼稚園保育園
・(学校図書館支援)
・病院/老健/包括支援施設

資料世界
＜世界表現性・地域性＞

図書館員
＜専門性＞

カルタ01/本・現本館 カルタ02/人・現本館

カルタ13/本・ネットワーク カルタ14/人・ネットワーク

・東寺方・豊ヶ丘
・聖ヶ丘・唐木田

・関戸
・永山

カルタ09/本・地域館 カルタ10/人・地域館

○将来は電子的資料やデータベースなどが増える。
○ＰＣネットワーク,情報媒体が今後重要。
○広い閲覧スペースとＷi-Ｆi環境。
○有料データベース提供、利用者端末の配置。

○行政資料は、中央館で充実。
○資料の所在を固定していない。
○館籍を付けて再配置が必要か。
○資料が返却された図書館に配架されるしくみ、
　全体の蔵書バランスと資料管理の方向性を検討。
○地域館からも購入のリクエストは上がるが、
　本館で選書・見計らいをしている。

○調布市や町田市の地域館の蔵書構成
○地域館の蔵書構成は地域館の職員が責任を

○行政資料のＰＲ。

○学校図書館は、全校司書を配置している。
○学校図書館に週３回の連絡便運行。互いに資料費
　はきびしいが,オンライン環境等で支えている。

○収書方針
　多摩市がどのような基準で蔵書を集めてゆくか
　議論しておいたほうが良い。
○ベストセラーを早く読みたいという要望と
　厚みのある蔵書構成になるという論点。

○学校図書館から市立図書館の資料の検索ができる。

○仕事・資格・働く気持ち応援の資料

○課題解決型サービス・ビジネス支援
　新しい話ではない、市民の自己実現への支援。
○働き盛りの人への高度なレファレンスサービス。
○レファレンス機能の強化や働き盛りの世代への
　情報提供の強化。図書館は｢ワンストップ窓口｣
○起業,商品開発,就職活動情報,就労、市民一人に
　図書館組織が応えていく。

○行政ブランチ、行政情報の提供や手続きの支援
　などもできれば良い。
○介護や健康相談、社会的なサービスについて、
　なんでも聞ける窓口は、図書館では難しい。

○乳幼児を含めた児童へのサービスを手厚く。
○高齢者に必要なサービス、医療や健康の情報。
○新聞雑誌などの更新されるコンテンツを充実。
○通って楽しいのはベストセラーがたくさん並ん
　でいるような開架室だけではないだろう。
○資料は司書が考えて揃えるのが良い。

○開架室にある本の出版年、古い物が多い。
　開架室が広くなると魅力が維持できない。
○資料費が継続的にある程度必要。

○働き盛りの世代の利用に応えるには難しい。
○サービスの質とレベルと規模が共通の問題。

○市民活動資料、新本館にも置いてほしい。

○他自治体はどんなサービスをしているか、研究
　が必要。将来的なことに考えを進めるべき。

○児童サービス：読み聞かせ、おはなし会
○ティーンズサービス
○地域向けサービス
○多文化サービス：資料収集を始めたい。
○高齢者向けサービス：思い出語り回想法○ＥＳＤの観点を図書館にも。

　学習する上で、学校にある資料では賄えない。

○行政支援
　市役所を支援することも重要。市役所の課題は、
　市民の持っている課題ともオーバーラップする。
　行政マンが効率よく仕事をすれば、市民の生活も
　良くなっていく。
○経済の活性化や市民の健康は、行政の課題。

○病院図書室との連携・配本サービス
　患者が前向きになる読書を届ける。

○広い開架スペース(たくさんの開架資料）
○見つけやすく、課題解決につながる資料。
○世界を体感できる豊かで深みのあるコレクション。
○児童書を幅広く収集。

○働き盛りの世代に需要のある専門性のある資料
　は中央館に集まっているとより効率的。
○館ごとの蔵書規模が小さく専門的な資料を置き
　にくい。３０万冊規模になると網羅的に置ける。

○予約受付件数が多い。
○必要な資料が手に取れれば予約をかけなくて良い。

○学校図書館支援は本館で行っている。

○就業支援で、地元に根付いた仕事を紹介。
　若者の定住につながるのでは。

○課題解決支援ができる「司書の特別養成」

○障がい者サービスは中央館に移すのか、永山か。
　利用者の多いところで行うか検討したい。
○視覚・精神など様々な障がい、個別にサービス
　をしなければならない。

○資料を活かすには司書の働きが重要｡異動のルール
　化含めて、職員を育てる工夫を考えたい。

○ＳＮＳなどでの発信も必要。図書館でイベントを
　やっていても知られていない。若者に向けて発信。

○図書館が市民の問題を支援
　いじめ、離婚、同性婚など様々な問題に対して
　図書館がブックリストを作成。

○行政資料室に資料は置いているが､活用されるよう
　工夫ができていない。

カルタ05/本・拠点館 カルタ06/人・拠点館

　「提言チャート」
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②基本構想の理念をふまえて

多摩市立図書館本館再整備基本計画
１章 多摩市の図書館のめざすもの

※多摩市立図書館本館

　再構築基本構想の

　      P2-02~P3-07



○「知の地域づくり」「知的地域再生」

　図書館計画とまちづくりは重要なテーマ

○基本計画では「もののデザイン」へ。

　基本構想では「ことのデザイン」から。

市民利用者
＜活動・協働＞

マネージメント
＜運営＞

図書館施設
＜ひろば性＞

市民利用者
＜市民性＞

ﾌﾚｷｼﾋﾞﾘﾃｨ＆ｻｽﾃｨﾅﾋﾞﾘﾃｨ

＜持続可能性＞

カルタ03/場・現本館 カルタ04/活動・現本館

カルタ15/場・ネットワーク カルタ16/活動・ネットワーク

カルタ11/場・地域館 カルタ12/活動・地域館

図書館施設
＜場・環境＞

○地域館の老朽化、リニューアルの必要性。
○大規模改修の時期にあわせ改修計画の研究を。
○地域包括支援センター複合案。地域の人と議論を。

○できるだけ効率化。
　ＩＣタグの導入で自動貸出や返却、
　書庫の出納も早くなると聞く。

○個人貸出冊数は全国平均の倍の実績。
　サービスの成果としては成功。
○コストを下げる工夫をするか、
　他のサービスの充実を目指すか。

○リクエスト件数が多い。
　どう維持していくか。

○喫茶コーナー、ほっとする休憩コーナーはよい。
○気軽に足を運べる空間。身構えずに入りやすい
　図書館。
○高齢化社会｡健康などの情報が得られる、気軽に
　身近に杖をついて行くことができるところ。
○子どもが利用しやすい。
○乳幼児期に絵本の読み聞かせができるスペース。
○地域の居場所づくりを図書館が背負うことか、
　地域コミセンが提供すれば良いのでは。

○唐木田図書館の委託運営。
　市民からは直営化の検討を要望。
○人口構成・ニーズの変化。
　福祉行政に職員が必要になっていく。
○正規職員から嘱託職員に業務移行を
　工夫しているが人員配置が厳しい。
○直営で専門職がいて、どこの館でも
　同じようなサービスを受けたい。
○地域の貸出ﾆｰｽﾞに応えることも重視。

○企画展示は大切。
○おはなし室がほしい。
○おはなしコーナーの利用と一般利用者との調整。
○広くはないのではしゃぐ声と調べ物の利用者が
　バッティング

○現在のサービスでの地区館とすると規模が小さい。

○活動室であかちゃんおはなし会をやっている。
　安全な、おはなしスペースがあれば。

○多摩市で出版しているものは販売したい。
　中央館で販売コーナーが作れるとよい。

○ラーニングコモンズのような市民が交流できる、
　自由に声を出して議論ができたりするところ。
○画一的に静かにするのではなく「利用目的に
　よって音環境デザインを変える」
○メーカースペース：編集,３Ｄプリンターがあり
　支える図書館員がいる。開架室にあるとよい。

○常勤職員における司書割合は52.3％。
　嘱託職員の司書割合は100％。
○多摩市の司書割合は全国では平均的
○専門的な正規職員の採用や職員を
　どう動かしていくか検討が必要。

○組織そのものの見直しが必要。

○地域館・拠点館
　本館と分館でよいのではないか。
○拠点館は駅前にあり、他市の分館
　と比べても規模が大きい。
　開館時間も長く､蔵書規模も大きい。
　ターミナルにあるので利用のされ方
　は違う。地域館と分けて考える必要
　はあるか。
○大きな本館と小さな分館という
　運営もよいか検討。

○図書館本館は中央公園を大切にした配置計画に
　なるように期待したい。
○公園と図書館が一体になる計画、アプローチ
　で「緑陰読書」ができるようにしたい。
○歩いて図書館に来る人は公園の道を使ってもら
　えるように（高低差昇降を）整備してはどうか。
○自然観察会を図書館で行うこともできるのでは。
○公園側のアプローチは多様な可能性を秘めている。
○環境に配慮した｢グリーンライブラリー｣をめざす。

○車でのアプローチは大切。(弱者のための車）
○中央館敷地は高齢者にとっては駅から遠く思う。
　アクセスの補助については大きな課題がある。
○気軽に魅力ある中央図書館に行けるように、
　巡回のマイクロバスが運行すると良い。

○図書館では障がい者サービスや児童サービスで
　ボランティアが協力。

○図書館の自己評価・外部評価の
　実施と公開を行うべき。

○図書館を居場所として活用。一人でいることが
　できる､邪険に扱われない。人との出会いもある。
○図書館の利用を情報収集だけとは捉えずに時間
　をゆっくり過ごすことを提案してもよい。

○サービスの受け手となる利用者のヒアリングと
　ボランティアグループのヒアリングを行う。
（音訳・点訳を行っているボランティア団体など）

○１０年２０年先に高齢化したところ
　で世代交代が進み人口が増えるか、
　街の状況の見通しが大切。

○20代の若者を誘引する集まりやすい環境づくり。
○カフェやたまり場、中高生には自習スペースが
　あると活用される。

○基礎調査や諮問答申どれにも中央図書館の大切
　な仕事に、地域館を支援するとある。
○反対運動もあって地域館が残ることになったが
　基本構想には、変遷がわかるような記述が必要。

○マルチカルチャーを目指すべき｡20年後,30年後を
　見据えた図書館やパルテノン多摩であってほしい。

○高齢化率が高い地域の世代構成の流動化が予測さ
　れる。若い人に魅力ある図書館本館づくりを。
○図書館が多摩への移住を誘うセールスポイント
　になるとよい。

○年齢を重ねたひとたち、障がい者、子どももいて
　賑わう図書館であってほしい。声を出してもよい､
　気軽に利用できるような施設。

○学校で出前おはなし会。ボランティアが活躍。

○市民と図書館が直接意見交換できるように。
　市民グループは、今後も直営維持を希望している。

○市の政策や将来予測も基本構想に
　反映。少ない予算をどう活用するか。

○図書館協議会の活性化
　定数を元に戻して、若い方や障がい者グループ
　の枠を設けたい。協議会も増回するよう考えたい。

○子ども未来会議や中学生サミットを図書館で。
○未来志向の学習の場。調べる・発表する、会議。

○常設で子ども用の文化財展示スペース
○ふるさとのことを知ることができるコーナー

○ベビーカー置き場,おむつ替え,授乳コーナー
　子連れの来館をしっかり迎えたい。
○おはなしの部屋：読み聞かせの環境。
○賑やかな子ども開架室が共存できる配置計画を。

○普段の生活で目につく位置、駅近くの市の用地に
　図書館に関わる情報を出すモニターが欲しい。

カルタ07/場・拠点館 カルタ08/活動・拠点館
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②基本構想の理念をふまえて

多摩市立図書館本館再整備基本計画
１章 多摩市の図書館のめざすもの

※これら策定委員会や市民からの
　あたらしい多摩市立図書館全体
　への提言は、基本計画で確認さ
　れ、設計段階や開館、運営へと
　申し送りされてゆく。
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　　　　美術館

◎ﾊﾟﾙﾃﾉﾝ多摩のホール・ギャラリー機能。

●グリーンライブセンター
◎植物園、花とみどりの相談、

●パルテノン大通り

●極楽湯

●白山神社

アカデミーヒルズ●
◎集会、研修。

多摩中央公園
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●

郷土資料展示・博物館機能。

●
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●
●

●

●アミューズ
　メント施設

500ｍ

●

園芸図書コーナー。
●
郵便局

ホテル

寝ころび読書
◎芝生広場、野外集会、くつろぎ広場。

◎野外歴史ﾐｭｰｼﾞｱﾑ、催事小集会、
カフェ併設へのアイデア。

730ｍ

Ｐ

Ｐ

商業施設

バス停：
コミュニティバス
巡回のアイデア

◎緑陰読書テラス、
郷土資料展示連携の意見アイデア。

新しい中央図書館の構想

200ｍ

60m

※委員会とパブコメの意見のアイデアを書いています。

５.中央図書館整備の「使命」そしてあらたに ◇コメント

※基本構想をふまえた

　計画敷地の再検討を

　経て、中央公園北西

　隅に位置を変更した。

②基本構想の理念をふまえて

多摩市立図書館本館再整備基本計画
１章 多摩市の図書館のめざすもの
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 （１） 「知の地域創造」センターとしての位置づけを踏まえつつ、
　　　中央図書館としての役割・使命をはたします。

 （２） 中央図書館は資料を提供する役割に留まらずに、市民の多様な
　　　活動の場、出会いの場を提供します。
　　「都市の広場」、多様な世代の「居場所」となります。

 （３）「知の地域創造」センターとしての多摩センター中央公園エリアに
　　　中央図書館が配置されて、全市に向けたその役割・使命をはたします。

①　多摩市の図書館システムの中枢として、７つの地域館と結び合い、その活動を支えます。

②　パルテノン多摩との連携も図りつつ、多摩市の文化･情報･教養活動の基地となります。

③　学校との連携も含め生涯学習の拠点となり、市民のコミュニケーションの向上に役立ちます。

　　　　来館する市民に対しても、バックアップする地域館に対しても、高度な専門性をそな

　　　えた中央図書館として、これまで到達できなかった役割をはたします。

　　　①　子どもたちにとっての「喜びのひろば」

　　　②　ティーンズにとっての「たまり場」

　　　③　おとなにとっての「知の広場」

●魅力要素の配置

「知の地域創造」センター

 イメージエリアは、多摩

 センター駅やパルテノン

 多摩、中央公園を含む中

 心市街地を想定している。

 中央図書館もその構成要

 素のひとつとなる。

※多摩市立図書館本館

　再構築基本構想の

　      P2-02~P3-07



多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル

→調布

→新百合ヶ丘

橋本←

唐木田←

京王
相模
原線

小田
急多
摩線

東
京
都
道
15
6号

多摩中央公園

多摩
セン
ター
駅

イオンシネマ

多
摩
セ
ン
タ
ー
駅

多摩中央警察署

三越ココリア

クロス
ガーデン
多摩

中央図書館の
　　新しい候補地

桜美林
ｱｶﾃﾞﾐｰﾋﾙｽﾞ駅から830m

パルテノン多摩
多摩郵便局

京王
プラザ
ホテル

丘の上
プラザ

丘の上パティオ

グリーンライブ
　　　センター

基本構想の時の
　　　　　候補地

６.基本的図書館サービスの深化と高度に専門化された新しいサービス

７.中心地区につながる開かれた中央図書館

 （１） 中央図書館の敷地（候補地）に求められること

　　　　多摩市の中央図書館の敷地選定にあたり、都心

　　　部環境との関係づけの視点から、図書館協議会は

　　　提言をしています。そこでは、必要な条件が整理

　　　されています。

②基本構想の理念をふまえて

多摩市立図書館本館再整備基本計画
１章 多摩市の図書館のめざすもの
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 （５） 「時代が求める高度で専門化された図書館サービス」

　　　①.「自己判断自己責任」型社会への移行は、あらたな「格差」をつくっている。

　　　②.市民の情報環境は変化し、従来の情報システムには限界がみえている。

　　　③.発生する「課題」は複合的であり、公立図書館特有の総合性が有効となる。

　　　④.まちづくりや医療介護分野に｢課題解決型サービス｣が各地で展開されている。

　　　⑤.あらためて、市民一人ひとりの課題を解決できる図書館の条件を掲げたい。

さらに、各地で取り組み始められている専門化されたサービスが紹介されました。ICTなどの

技術革新は、働き方、生活課題、学び方に変化を要求しています。また、社会関係の変化も個

人に対応をせまります。「時間があるから行く図書館」ではなく「忙しくても行く必要のある

図書館」、「時代と社会の変化を整理して課題解決型図書館」が、事例と共に基本構想策定委

員会で議論されました。

※多摩市立図書館本館

　再構築基本構想の

　      P2-02~P3-07

 （１） 「専門性が深化し充実した基本的図書館サービス」

 （２） 「全域奉仕・地域館支援・アウトリーチサービス」

 （３） 「全市図書館システムのセンター機能」

 （４） 「多様な市民と活動を支えるサービスと場の提供」

多摩市の図書館システムの中枢として、また７つの地域館と結びあい、その活動を支え

るとして、４つの担うべきサービスについて述べています。　　　　　(図書館協議会)

　　　　このたびの候補地は、４つの条件が満足される

　　　と思われます。

　　　①.図書館建築の開架室には十分な広さが必

　　　　 要で、これを可能とする敷地。

　　　②.図書館の周辺用途や道行き環境には、ふ

　　　　 さわしい環境がのぞましい。

　　　③.公共交通機関から徒歩で行ける距離で、

　　　　 アクセスしやすい道行きがのぞましい。

　　　④.利用者や運営業務の車が行ける道が必要

　　　　 で、十分な駐車場がとれるとなお良い。

 （２） 中央図書館候補敷地と周辺のつながりとアクセ

　　　スしやすさのイメージ



　多摩市民の登録率は46.6％

　であるが、登録者のうち

　43.5％が過去１年間に利用

　している。

　市民の実質利用率は20.3％

　となる。市外在住で、多摩

　市在学・在勤の方も含める

　と、24.0％となる。

多摩市立図書館本館再整備基本計画
１章 多摩市の図書館のめざすもの
③多摩市の図書館サービスのいま

◇コメント

　駅前の関戸図書館と永山

　図書館の２館で、多摩市

　の図書館の全体の貸出者

　の半数を超えているが、

　館別年齢別貸出者数でみ

　ると、10歳未満の利用者

　において本館の割合が最

　も多くなっている。

○ 個人利用の状況

○ 利用者登録の状況
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□利用の現状をみる

40.6%

　貸出者数  67万人/年

　貸出点数 170万点/年

3.4%

4.2%

3.0%

10.6%

※出典：多摩市の図書館

　　　　平成28年度多摩市立

　　　　図書館事業報告より

１-③ 多摩市の図書館サービスのいま

69,239÷148,511=46.6％

35,571÷148,511=24.0％

※全市の

　　 図書館利用合計では

　・平成28年度の統計から、あらためて利用の状況、政策効果を確認しておく。

　・図書館サービスが、全市民にどの程度行き渡っているのか、今後の施策目標の重点

　　をどこにおくのか。多摩市立図書館の伸びしろはどこかを、考える材料としたい。



□図書館利用の近年の推移をみる

○ 図書館別利用状況の推移

○ 10年分の図書館別個人貸出点数の推移

○ 10年分の図書館別個人貸出点数の推移のグラフ

◇コメント

唐木田図書館

行政資料室

福祉ショップ

永山図書館関戸図書館

聖ヶ丘図書館

豊ヶ丘図書館

東寺方図書館

　本　館　

(人)
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多摩市立図書館本館再整備基本計画
１章 多摩市の図書館のめざすもの
③多摩市の図書館サービスのいま

H28

H24
=97.2%

※個人貸出者数の推移

※個人貸出点数の推移

※出典：多摩市の図書館

　　　　平成28年度多摩市立

　　　　図書館事業報告より

H28

H24
=94.2%

　・平成28年度の統計から、あらためて利用の状況、政策効果の経年変化を確認しておく。

　・平成24年と平成28年の指標に焦点を当てると、人口微減を超える傾向が感じられる。

　　中央館開館予定の平成34年までの、施策の軌道修正を考える材料にもなるだろうか。

個人貸出者数の図書館別割合

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度
21.5% 4.8% 9.1% 20.7% 5.9% 30.2% 7.4%

本館 東寺方 豊ヶ丘 関戸 聖ヶ丘 永山 唐木田 行政
資料室
0.4%



○ 10年分個人貸出実績の推移

○ 10年分の個人利用実績及び図書費の推移

○ 東京都26市図書館の比較

※個人利用実績を線グラフ

　で、図書購入費を棒グラ

　フで示したものである。

　新館開館、インターネッ

　ト検索開始など、利用等

　に影響を与える事柄は多

　様にある。

　図書館が数年おきに整備

　されていた初期の頃は、

　図書費に関わらず利用は

　伸び続けた。ある程度整

　備の整った近年は、図書

　費と利用状況は１~２年

　ずれた相関関係が見られ

　ている。

◇コメント

△:個人貸出数(点)

▲:蔵書数(点)

●:利用人数(人)

棒:図書購入費(千円)

○:予約件数(件)
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多摩市立図書館本館再整備基本計画
１章 多摩市の図書館のめざすもの
③多摩市の図書館サービスのいま

※個人貸出実績の推移

※出典：多摩市の図書館

　　　　平成28年度多摩市立

　　　　図書館事業報告より

H28

H24
=
全ての項目で
 微減傾向

※平成24年から28年へと

・所蔵資料数は91.5％に

・貸出人数は97.2％に

・貸出点数は94.2％に

　　　　　減少している。

※東京26市の平均指標と

　多摩市を比較すると

・１人あたり貸出冊数など、

　実績をあげる一方で、登

　録率に、のびしろ(課題)

　があることが判る。

・中央館が図書館全体の

　魅力、マグネット力を

　つくり、より多くの市民

　に支持を得るように計画

　を検討したい。
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多摩市立図書館本館再整備基本計画
１章 多摩市の図書館のめざすもの
③多摩市の図書館サービスのいま

本館

①蔵書タイトル数　103,206冊

□貸し出された
　　　　　　本のタイトル数

□１年間動かなかった
　　　　　　本のタイトル数

□他館から借りて
　　　貸し出したタイトル数

7
9,
84
7冊

3
7,
56
4冊

３２％

６８％

4
5,
65
5冊

関戸

東寺方

聖ケ丘

永山

豊ケ丘

唐木田

①蔵書タイトル数　108,481冊

□貸し出された
　　　　　　本のタイトル数

□１年間動かなかった
　　　　　　本のタイトル数

1
02
,4
32
冊

3
0,
45
8冊

２３％

７７％

①蔵書タイトル数　42,420冊

□貸し出された
　　　　　　本のタイトル数

□１年間動かなかった
　　　　　　本のタイトル数

□他館から借りて
　　　貸し出したタイトル数

3
0,
22
7冊

1
6,
49
0冊 ３５％

６５％

1
8,
40
8冊

①蔵書タイトル数　58,750冊

□貸し出された
　　　　　　本のタイトル数

□１年間動かなかった
　　　　　　本のタイトル数

□他館から借りて
　　　貸し出したタイトル数

4
7,
74
4冊

2
2,
22
5冊

３２％

６８％

2
5,
50
8冊

①蔵書タイトル数　50,227冊

□貸し出された
　　　　　　本のタイトル数

□１年間動かなかった
　　　　　　本のタイトル数

□他館から借りて
　　　貸し出したタイトル数

3
3,
66
7冊

2
1,
96
4冊 ３９％

６１％

2
0,
73
2冊

①蔵書タイトル数　49,159冊

□貸し出された
　　　　　　本のタイトル数

□１年間動かなかった
　　　　　　本のタイトル数

□他館から借りて
　　　貸し出したタイトル数

4
2,
11
1冊

1
6,
85
9冊

２９％

７１％

2
2,
95
7冊

□他館から借りて
　　　貸し出したタイトル数

5
9,
95
9冊

①蔵書タイトル数　106,666冊

他
館

□貸し出された
　　　　　　本のタイトル数

□１年間動かなかった
　　　　　　本のタイトル数

□他館から借りて
　　　貸し出したタイトル数

9
9,
11
0冊

3
3,
23
9冊

２５％

７５％

4
5,
97
1冊

○ 多摩市図書館全域の蔵書配置再編への考察:７館の開架の活性化を考える

○左は開架資料のタイトル数の割合（別途閉架に16.4万冊）
◇コメント

※ ※

※※

→地域館・駅前拠点館の開架を魅力的に発展させるため
　資料と場に、どんな展開が考えられるべきか。

　○下の分館（拠点館や地域館）の開架室の利用についても

　　以下のことが判った。

　・動かない本：地域館の29~39％が動いていない。

　・商品棚として魅力的であるべき開架室が書庫化している。

　・自館に補強すべき基本図書、新聞雑誌など新情報、

　　くつろぐ居場所／お話し催事やﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽの拡大など、

　　地域館の魅力を育てる必要がある事が確認された。

※基本計画策定委員会では

　左資料を素材にして、各

　図書館開架室の３割近い

　棚が書庫化している可能

　性を確認した。また、地

　域館で貸し出し利用され

　る資料にも特色、分野傾

　向があることが判った。

　今後、地域館開架の魅力

　化を考えるひとつの手が

　かりになるだろう。

※基本計画策定委員会では、

　一年間利用されない本が

　あることにも価値がある

　ことを指摘する意見があ

　った。動かない本の中に

　も、貸出されずとも閲覧

　される本もあるはずで、

　さらにその利用状況を調

　査してそれぞれの館に置

　くべき本と魅力化対策を

　考えてゆくべきとした。



※"クリエイティブ・キャ

ンパス"の空間構成と創造

的回遊性

多摩中央公園をキャンパ

スの「プラットフォーム」

として捉えた場合、パルテ

ノン多摩、図書館、グリー

ンライブセンター、旧富澤

家、アカデミーヒルズは、

それぞれプラットフォーム

に接続・隣接する「インス

ティテューション」と位置

付けられます。それぞれに

高度に組織され文化的・学

術的サービスを備えたイン

スティテューションがクリ

エイティブ・キャンパスを

構成します。

　創造的な大学のキャンパ

スのような場所が町の中心

にできることで、多摩セン

ター地区、および市域全体

に創造的な回遊性が生まれ

ます。□中央図書館はそれ自体は単独館だが、多摩中央公園や改修後のパルテノン多摩とで、面的

　な施設連携が可能となる。ホール機能としては小ホールやオープンスタジオの活用が見込

　め､一時保育の機能は地域子育て支援サービスが利用でき､施設面積を抑えることができる。

□パルテノン多摩の公共ホール機能や博物館機能、図書館の機能は、各々専門的である必要

　がある。その上で様々な機能の連携が可能となる。それぞれの持つ専門的な機能を深めた

　上で、互いに情報の共有化を図り、例えば図書館でパルテノン多摩の史料や演劇脚本を検

　索できたりするなど、市民から見た情報の奥行きを広げ、それぞれの持つレファレンス機

　能の向上につながる。

□図書館の資料は、他の機関とのネットワークにより、その価値に相乗効果を生み出す。パ

　ルテノン多摩の博物館学芸員や教育委員会の文化財担当との事業連携では、パルテノン多

　摩における図書館所蔵の特殊郷土資料の展示と関連講座の開催。中央図書館内での文化財

　企画展示、地域資料を活用したウイキペディアタウン事業の共催など、より深みのある学

　びの場の提供につながる。

①〈地域社会を支える〉②〈まちにひらく〉③〈課題解決の支援〉

多摩市立図書館本館再整備基本計画

２-①「知の地域創造」として、＜地域社会を支える＞

◇コメント

２章 「知の地域創造」のための図書館

２-③「市民一人ひとりから支える」として＜課題解決型の支援をめざす＞
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２.「知の地域創造」のための図書館

　中央図書館がパルテノン多摩や多摩中央公園と連携して、多摩センターにおける文化的な

エリアを形成するイメージを基本構想で思い描いた。これを、①多摩市という地域社会の舞

台で、②パルテノン多摩周辺との連携で、③市民一人ひとりを支える新しいかたちとして、

の３つの場面で、図書館になにができるか、その具体的な展開を説明する。

※

「知の地域創造」センター

　とは、従来の図書館機能

　を超えて、文化・芸術、

　多摩中央公園を中心とし

　た多摩センターにおける

　文化的なエリアのイメー

　ジとして、基本構想策定

　委員会で提言されている。

　多摩市立図書館は、多摩市やその地域社会に対して、図書館サービスシステムやネットワ

ークをもって「知の地域創造」のために機能する。「知の地域創造」の機関のひとつとなる。

その始めとして３つの形をイメージする。

　多摩市立図書館は、「市民の『知る』を支援する」という基本方針を持ち、５つの運営方

針には「しらべるを支え、つながる図書館を目指します。」と掲げ、取り組んできた。「市

民一人ひとりから支える」という図書館サービスの原則が確立されてきた。さらにそのサー

ビスの展開を、近年の先進的図書館にならい「各種の課題解決支援」を目指し、学びと人と

人との交流の機能を活かした生涯学習の場としたい。以下の３つの展開をイメージする。

※検討委員会でも紹介され
　た行政資料サービスの例
　として日野市市政図書室
　の活動が著名である。

２-②「中心地区での連携」として＜まちにひらく／まちにつながる＞

　　○ 多摩市全域に分館網をネットワークして、地域の情報支援インフラとして機能する。

　　○ 学校教育を支援して、学校図書館と連携しつつ地域社会とつながる。

　　○ 地域資料を整理収集して、行政サービスや議会支援サービスを行い地方自治を支える。

多摩センター地区 及び クリエイティブキャンパスのダイヤグラム

※多摩市立複合文化施設改修与条件整理及びアドバイザー業務報告書より抜粋

○検討委員会でも紹介された、これからの図書館サービスの展開を研究し、準備する。

○文科省研究会でも地域課題として想定された「地域課題の解決支援」「個人の自立化支援」

「地域の教育力向上支援」にある６つの課題解決型支援、情報提供に取り組む。。

○これら地域づくり的な専門的図書館サービスの展開のため、職員体制を確立したい。

※ウィキペディアタウン：

地域の史跡巡りなどの街歩

きイベントを通じて、集め

た情報を「ウィキペディア」

を通じて発信する。ウィキ

ペディアの記事は出典を明

記する決まりがあるので、

地域資料やレファレンス

サービスを提供する図書館

が会場として適している。

　多摩市立中央図書館は、多摩ニュータウ

ンの中心という立地と多摩中央公園に開か

れた環境を活かした活動を行い、改修が予

定されているパルテノン多摩とも、施設・

機能・事業のそれぞれで連携を図り、賑わ

い創出に相乗効果を生み出す運営を行う。

　イメージされる活動

○多摩ニュータウンの中心にあり大学や企

　業、商業施設に囲まれた場所での知的活動。

○多摩中央公園とつながり、青空おはなし会

　や緑陰読書などの野外での活動、風雨や寒

　暖の厳しいときにも図書館内で楽しめる活動。

○改修後の魅力的なパルテノン多摩と連携する

　ことによる触発と協働の活動。
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○パルテノン多摩の大規模改修で生まれる新しい活動の場

参考資料〈まちにひらく・まちにつながる〉

○パルテノン多摩の大規模改修で生まれる新しい活動の場

※出典：
　多摩市立複合文化施設
　等大規模改修工事基本
　計画素案　概要より
　（平成30年5月資料）

←大ホール

←協働/創作/交流
　/出会い/居場所が
　キーワードの
　場が生まれる。

←小ホール

←リハーサル室

←練習室
　１と２と３

←工作室

←展示スペース

←市民ギャラリー

←会議室(多目的室)

←カフェ＆
　ライブラリー
　with キッズ　

←ゆうぎ室

←一時保育

１階

２階

４階

地域子育て支援事業

←オープンスタジオ

←共用ロビー
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２.様々なネットワークを有機的に結合した重層的なネットワークの形成
　　　上記の背景にあるような図書館の機能を地域において十分に発揮し、地域における期待に応えうる充実した情

　　報提供を実現していくためには、公共図書館がハブとなって、地域内の資料、情報・知識、人、組織、及び資料

　　の図書館相互貸借等による多種多

　　様な情報資産を有機的に結合した

　　「重層的なネットワーク」を形成

　　していく必要がある。

　　　その上で、公共図書館の特長で

　　ある、豊富な情報資産（古文書か

　　らデータベースまで、絵本から専

　　門書まで）、司書によるレファレ

　　ンスや情報検索機能、を核としな

　　がら、重層的なネットワークを活

　　用することにより、課題解決型の

　　新しいサービスの提供が行われる

　　こととなる。

１.背景
　　　高度情報化社会においては、図書館の使命である情報の体系化・整理という役割は、ますます重要性を帯びて

　　くるものと考えられる。特に、地域における情報基盤の整備を受けて、地域社会における様々な資料や情報を有

　　効活用できるように供することによって、地域の課題解決やそのための人々の取組への展開を支援すること等、

　　図書館には重要な役割を果たすことが期待されている。

1．背景

2．様々なネットワークを有機的に結合した重層的なネットワークの形成

3．新しいサービスとしての課題解決型公共図書館における情報提供イメージ

4．想定される地域課題の抽出

5．地域において必要な情報基盤整備のための取組

以上抜粋

参考資料：まちを、市民を、支える課題解決型図書館

多摩市立図書館本館再整備基本計画

□地域の情報ハブとしての図書館

　（課題解決型の図書館を目指して）
平成17年1月28日
図書館をハブとしたネットワークの在り方に関する研究会

３.新しいサービスとしての課題解決型公共図書館における情報提供イメージ
　　　公共図書館において課題解決型

　　のサービスを実現していくために

　　は、司書のサービスによって、そ

　　れぞれの利用者が有する課題に応

　　じ、先述の重層的なネットワーク

　　のなかから横断的に情報が収集

　　（横串の情報選定）され、利用者

　　に十分かつ効果的に提供されるこ

　　とを可能とするための環境整備を

　　図ることが必要である。

文部科学省研究会

地域における期待

・自立を目指す個人の努力を支えるための環境整備

・地域の自立を促す環境整備

行財政改革

・小さな政府を指向

・新しい「公共」の担い手として、自立した個人・地域に期待

個人を取り巻く環境の変化

・競争社会、雇用慣行の変化

・知るものと知らざるものの間の格差拡大

電子自治体の推進

・地域公共ネットワークの整備・活用

・電子自治体のメニュー充実に期待

+

+

今、公共図書館には、
新しい役割が期待
　　　　されている。

新たな公共図書館に
期待される役割：
課題解決型公共図書館

-16-

＜地域社会を支える＞、＜まちにひらく／まちにつながる＞、＜市民一人ひとりを支える＞、というのは、

地域社会や生活者にとっての「地域の情報ハブとしての図書館」のことであり、

都市生活全般に関わる「課題解決型の図書館」のことである。

これまで多摩市民が体験した資料情報提供や支援の範囲を超えたサービスを以下の参考資料からイメージしたい。



５.地域において必要な情報基盤整備のための取組
　　　上記３．における情報提供イメージを実現していくためには、これらの課題内容に共通の情報基盤の構築が必

　　要となると考え、その主なシステム化要件を、以下のとおり挙げる。

　　①公共図書館及び他施設・他機関保有の資料を課題別に体系化する取組を進め、その整理に従いメタデータを付

　　　与することによって、資料目録を総合的にデータベース化し、高度な情報検索を支援するための仕組を構築

　　②司書のレファレンスに関する経験・ノウハウを集めたレファレンス事例をデータベース化し共有するための環

　　　境整備（課題別レファレンス機能等）を通して、司書の課題解決能力の向上と地域課題解決へのノウハウの蓄

　　　積に資する仕組を構築

　　③将来にわたり公共図書館及び他施設・他機関の共有・活用に供するための、地域資料（郷土資料）の電子化と、

　　　地域のウェブ資料を含む電子資料のアーカイブ化の取組を推進

　　④利用者の公共図書館利用環境の向上や、ウェブ上からの公共図書館サービスの利用等へのアクセスを容易にす

　　　るため、公共図書館における情報基盤の整備を推進

※　文科省研究会の「課題解決型図書館のあり方」検討では、
行政情報提供と地域情報地域文化は分けて柱を立てている。

多摩市立図書館本館再整備基本計画
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参考資料：まちを、市民を、支える課題解決型図書館

ビジネス／医療／法務の支援、学校教育支援は、「まちづくり」や「地方自治」など都市機能への支援といえる。

「市民一人ひとり」に向き合い、個人の必要に応える支援は、教育政策・情報政策・包括支援政策のかたちといえる。

 ＜個人の自立化支援＞

　 ③医療関連情報提供
　　　医療サービスが高度化し、多様な選択肢が可能となるなかで、納得して治療を受けるための情報への需要が高

　　　まっている。公共図書館では、医療専門書の情報に加え、医療専門データベース、医療機関のウェブ上に公開

　　　された資料等、最新の情報を組み合わせて提供し、病気に対する基礎的理解を助けるとともに、健康、予防医

　　　学、死生観等、関連する幅広い情報の提供を行うことができる。

　 ④法務関連情報提供
　　　隣人訴訟、環境問題、カード犯罪、リストラ、相続、損害賠償、著作権侵害等、日常生活においても法律の知

　　　識が必要となる悩み・疑問・具体的手続に関する情報提供への需要が高まっている。手軽で経済的負担のない

　　　情報源として地域の公共図書館の果たす役割は大きい。

 ＜地域課題の解決支援＞

　 ①ビジネス支援
　　　空洞化する駅前商店街の活性化や、特産物のブランド化による地域振興のためのビジネス支援策への需要が高

　　　まっている。これまでの公共図書館の取組はビジネス関連の蔵書を集めたビジネス支援コーナーを設置する等

　　　の取組が多かったが、ICTを活用し、産業振興担当部署との連携や地域の情報資産の動員を図ることによって、

　　　より高度なサービスの提供が可能となる。

　 ②行政情報提供
　　　行財政改革の流れから公共の担い手の見直しが図られるなかで、地方の行政や議会の政策立案支援と住民の政

　　　策立案過程への参加、及び、住民の生活課題にかかる行政情報の総合的提供への需要が高まっている。そのた

　　　めには、行政情報の総合的収集、電子化、及び、住民の生活課題に対応した体系化が必要となり、その役割を

　　　担うものとして公共図書館への期待が高まっている。

４.想定される地域課題の抽出
　　　利用者が有する様々な課題のうち、主要なものとして、現在、公共図書館が行っている国内及び海外の先進事

　　例に加え、公共図書館側の期待効果としての「図書館業務からの視点」、「ネットワーク化からの視点」及び、

　　利用者側の期待効果としての「課題解決からの視点」等を踏まえ、目指すべき公共図書館の取組として優先すべ

　　き課題候補を検討した。

 ＜地域の教育力向上支援＞

　 ⑤学校教育支援（子育て支援含む）
　　　総合学習等の時間において、自分の住む地域に関する調査を行う児童・生徒に対して適切な資料・情報を提供

　　　することや、教員に対して教材作成支援のための資料・情報を提供するための支援体制作りを、公共図書館と

　　　学校との連携により構築することが求められている。また、子育て支援に関しては、必要な資料・情報の提供

　　　のほか、行政や外部のボランティア団体との連携による取組が必要となる。

　 ⑥地域情報提供・地域文化発信
　　　失われる可能性のある地域固有の風習、祭祀、方言等に関する情報を、博物館や郷土史料館等との連携により、

　　　公共図書館が中心となってデジタルアーカイブ化し、体系的に整理保存する。また、地域外の住民に当該地域

　　　の理解を促進することや学術研究等のため、インターネット等を使った情報発信も積極的に行う。

２章「知の地域創造」のための図書館


